
 

 

 

 

 

 

電子基準点のみを既知点とした 

2・3 級基準点計算 

Trimble TOWISE 基準点測量 GNSS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成 株式会社 フォーレスト 

 



1. TOWISE を起動して現場を作成する。(バインダー) 

TOWISE を起動して「TOWISE DataCabinet」を開きます。 

キャビネット→フォルダー→バインダーで現場を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 基準点測量GNSS を開く。 

タグの「基準点測量・GNSS」→「作業管理」→「作業管理」 

 

3. 現場情報の入力。 

現場情報を入力します。入力した情報は精度管理表等の帳票に反映されます。 

観測した場所の「平面直角座標系」を選択します。 

ジオイド高補正の「補正する」にチェックを入れ、パラメータファイルを選択します。 

※パラメータファイルは任意のフォルダーに保存しておいて下さい。 

セミダイナミック補正は「補正する」にチェックを入れ、パラメータファイルを選択します。 

※パラメータファイルは任意のフォルダーに保存しておいて下さい。 

「条件設定」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場情報を入力 

座標系を選択 ※デモデータは 12 系 

パラメータを選択 

ｼﾞｵｲﾄﾞ高補正選択 

ｾﾐﾀﾞｲﾅﾐｯｸ補正選択 

 
条件設定をクリックします。 



 

 

4. 作業フローメニューの表示。 

「作業管理」をクリックし、「作業管理」→「作業フロー(公共測量・静止)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 電子基準点の成果を登録する。 

 「GNSS座標DB」のボタンをクリックします。  

 

 

 

 

【条件設定】 

・実用網平均計算 

いずれも分散・共分散を 

「固定重量」を選択する。 

※電子基準点のみ既知点の場

合は、固定重量による計算に

なります。その他の条件設定

につきましては作業内容に応

じて選択して下さい 

選択後「OK」をクリックします 

GNSS 内作業の項目を上から下へ順番

に作業をします。 



 「マニュアル点入力」のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電子基準点の成果表より、点番号、点名称、入力値(元期座標)を入力する。 

  ダウンロードファイルがテキスト形式又はCSV形式の場合はコピペする。 

   ※座標→経緯度 高さ→楕円体高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「新点として登録」をクリックして、電子基準点成果を3点登録して「OK」ボタンで閉じる。 

 

 

 

 

 

 

 各点を選択して、「点属性切替」ボタンをクリックします。点属性を全て電子基準点に切替ます。 

 「終了」アイコンをクリックして保存します。 



6. 座標計算簿を出力する。 

 作業フローの「その他」→「座標計算簿」 「･･･」をクリックして電子基準点を選択します。 

 「計算書出力」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帳票フォーマット設定が表示され、オレンジ色に反転(トグル)になっている箇所が実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計算書作成」ボタンをクリックします。 

元期の座標値からセミダイナミック補正をした今期の座標値へ変換された座標変換計算簿が出力されま

す。確認の上閉じてPDFを任意のフォルダーへ保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Acrobat等で帳票が表示されていますが、次の作業で使用しますので、閉じずに最小化しておきます。 

「OK」をクリックして座標計算簿を閉じます。 



7. TBC基線解析連動を起動する。 

作業フローの「TBC基線解析連動」をクリックします。 

 「基線解析プロジェクト名入力」が表示されますが、そのままで「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

「Trimble Business Center -Japan Survey Lite」の基線解析ソフトが起動します。 

 

① 起動したら「インポート」をクリックします。 

     

 

 

 

 

 

 

② 観測したデータを保存フォルダーより選択して「インポート」をクリックする。 

    ※「設定」の「静止観測の強制」は「はい」にして、ご認識の観測データの未インポートを 

防ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

③ ポイントタグを選択し、ポイントIDの数値変更または測点名に変更します。 

※下記の図は、同一測点で、時間をおいて本観測と点検観測を行った場合です、 

 

 

 

④ アンテナタグを選択し、メーカーとアンテナタイプ、アンテナ底面、高さの入力が間違ってな

いか確認します。 

 

 

 

⑤ 受信機タグを選択し、開始時間、終了時間、メーカー名、タイプ名、シリアル番号が間違って

ないか確認します。 

 

 



⑥ 「OK」ボタンをクリックすると新点データが取り込まれます。 

⑦ 次に国土地理院よりダウンロードしておいた電子基準点データの取り込みを行います。 

保存フォルダーを選択して、ダウンロードしたデータを選択して「インポート」ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 電子基準点のデータが取り込まれます。ポイントIDの4桁の数字は、電子基準点成果表の観測

点番号の下4桁になります。 

⑨ メーカーとアンテナタイプ、アンテナ底面、方法、高さを確認します。電子基準点の高さが

0.000ｍになっていますが、2・3級基準点の場合は編集する必要はありません。 

 

 

 

 

⑩ 「OK」ボタンをクリックしてデータを取り込むと下記の図の網図が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 次に「セッション」の作成を行います。「セッションの作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 



⑫ 追加する基線の指定を行います。始点の欄にカーソールをクリックして、網図の電子基準点

(0506)をクリックし、新点(T-1)をクリックします。今回、本観測と点検観測を行っています

ので、重複基線の選択で時間が早い方を選択します。「この基線を追加」ボタンを押します。

次にどの方向を選択するか聞かれますので電子基準点(0508)をクリックします。 

「登録」ボタンを押すと、電子基準点(0506)→新点(T-1)→電子基準点(0508)の一路線が登

録されます。(セッション名137A) 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 電子基準点(0862)からの基線解析も行いますので、追加する基線の指定を行います。 

始点の欄にカーソールをクリックして、網図の電子基準点(0862)をクリックし、新点(T-1)を

クリックします。 今回、本観測と点検観測を行っていますので、重複基線の選択で時間が早

い方を選択します。「この基線を追加」ボタンを押します。2回に分けて基線を追加しました

ので、セッション名が137Aではなく、自動的に繰り上がって137Bになっていますので、手

動で137Aに修正します。「登録」ボタンを押すと、電子基準点(0862)→新点(T-1)の一路線

が登録されます。 

※137の数字は通日になります。末尾のアルファベットはセッション回数になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 点検測量の基線解析が必要となります。 

始点の欄にカーソールをクリックして、網図の新点(T-1)をクリックし、電子基準点(0508)を

クリックします。今回、本観測と点検観測を行っていますので、重複基線の選択で時間が遅い

方を選択します。「この基線を追加」ボタンを押します。セッション名が137Bになっている

のを確認して「登録」ボタンを押します。 

 

※電子基準点0506～0862の基線がありますのが、電子基準点間の基線解析は行いません。 

  

 



⑮ 一連の基線をセッション登録しましたら、「基線解析の実行」をクリックします。 

出発点の指定が表示されますので、点番号が「0506」になっているか確認します。 

次に「TOWISE取込」をクリックします。 

 

 

 

 

 

   

 

⑯ 先ほど登録した今期座標が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

    右上の(電子基準点0506)は、成果表では「測点名301 愛別」となっておりますので 

    座標一覧の「301 愛別」を選択して「取込」ボタンをクリックします。 

    BL座標、楕円体高値が入力されますが、確認のため、先ほど出力して最小化した座標計算簿を

開き、今期座標が一致しているか確認をして「OK」を押します。 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一致 



⑰ 基線解析の順序・方向が表示されます。 

セッション毎に解析時間の指定を行います。開始時間と終了時間を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱ 右側にある「設定」ボタンをクリックすると、どのような解析を行うかの設定変更が可能で

す。(使用する周波数、解のタイプ、衛星の種類や指定、仰角マスクの変更など) 

 

⑲ 「解析開始」ボタンをクリックすると解析計算が始まります。 

一基線づつ解析を行います。基線解析の結果で解のタイプが「フィックス」水平精度、垂直精

度が精度内、棄却率が30％以下かを確認します。問題なければ「保存」をクリックします。棄

却率が30％を超えてしますと再測となりますので、観測計画を十分にたてた上観測を行って下

さい。 

  

 

 

 

電子基準点を使用した場合は 

データ間隔は 30 秒となります 



⑳ 解析が終了となります。誤差残円が表示されます。 

「TOWISE連動」ボタンをクリックして、 

「はい」をクリックしてTBCを保存終了します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   スタティックデータ出力後、No名称設定の登録確認画面が表示されます。 

   このままだと解りずらいので、Noと点名称を修正し「OK」ボタンを押します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  TBC基線解析連動が終了します。TBC基線解析連動に終了チェックが入り、網図の基線に色が入

ります。紫色の基線は一基線で、緑色は重複基線となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8. GNSS基線DBを編集する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

基線の一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

重複基線のアイコンをクリックすると、重複基線のみ表示されます。 

セッション137Bのモードをクリックして「点検」に変更します。 

 

もう一度、重複基線のアイコンをクリックすると元の一覧に戻るので、「終了」ボタンをクリックして

「はい」を押して保存します。 

9. GNSS座標DBを編集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 新点(T-1)を選択して、「点番号変換対応表(T)」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左辺はシステムに登録されている点番号と点名称になります。 

 右辺は帳票出力設定されている点番号と点名称になります。 

 帳票出力で点番号などを3桁フォーマットにしている場合等は。ここで修正できます。 

 

 

 

 

 

「終了」ボタンをクリックして「はい」を押して保存します。 

 

10. GNSS観測手簿の設定と出力。 

作業フローの「GNSS観測手簿」をクリックします。 

 

 「最少衛星数」をクリックして、最少衛星数を6基に変更します。 

      ※ここではGLONASS衛星の利用と基線が10km以上あるため最少6基以上と 

       なります。 



 「受信機情報」をクリックします。「先頭へ付与」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※電子基準点は「先頭へ付与」のチェックは入れません。 

 

「計算書出力」を押して「計算書作成」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビュアーで確認の上、PDFファイルを任意フォルダーへ保存する。 



11. GNSS観測記簿の出力。 

作業フローの「GNSS観測記簿」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計算書出力」ボタンをクリックします。 

「GNSS 測量観測記簿」→「GNSS 測量観測記簿」にチェック 

「計算書作成」ボタンをクリックする。出力ビュアーが表示されます。 

計算書を確認チェックした後、終了ボタンをクリックします。 

ファイル名はそのままで「保存」をクリックします。 

12. 点検計算を行う。 

作業フローの「電子基準点間閉合」をクリックします。 

  ※電子基準点のみを使用した既知点のため「電子基準点間閉合」で点検計算をします。 

構成点を「･･･」を押してパートデータ参照で選択するか、又はCAD上で点をピックして選択 

します。  

  

 

 

 

 

 

 

 

                            重複基線がある場合は、時刻の早い方 

                            を選択します。 

                            301→T-1→303(一路線)  

 



 「繰り返し入力」ボタンをクリックする。 

 保存しますか？「はい」をクリックする。 

 許容制限内か確認して「OK」 

 

 

 

次の路線を選択する。 

 302→T-1→303(二路線) 

                           計算済路線は「済」のマーク表示される。 

                           もう一度使用するので「ＯＫ」を押す。 

                            

                           「繰り返し入力」ボタンをクリックする。 

                           保存しますか？「はい」をクリックする。 

                           許容制限内か確認して「OK」→「OK」 

 

2路線登録したので、2つのパートが出てきます。 

2つのパートを選択して、「計算書一括」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2枚の計算書を帳票1枚に印刷する事ができます。(個別印刷も可能です。) 

 

「計算書作成」ボタンをクリックする。 

出力ビュアーが表示されます。 

計算書を確認チェックした後、 

終了ボタンをクリックします。 

ファイル名はそのままで 

「保存」をクリックします。 

 

 

 

 



13. 重複基線の点検を行う。 

作業フローの「重複基線点検」をクリックします。 

 「計算」ボタンをクリックします。 

「OK」をクリックします。 

「計算書作成」ボタンをクリックします。 

 

 「重複基線点検」→「重複基線点検」チェック 

「計算書作成」ボタンをクリックする。 

出力ビュアーが表示されます。 

計算書を確認チェックした後、 

終了ボタンをクリックします。 

ファイル名はそのままで 

「保存」をクリックします。 

 

    較差のΔNEUが許容範囲の制限値に入っているか確認して下さい。 

 

14. 実用網平均計算を行う。 

作業フローの「実用網平均計算」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測点データ 

基線データ 

確認のみ 



 「計算」ボタンをクリックします。「OK」をクリックします。 

「計算書作成」ボタンをクリックします。偏差・残差を確認する。 

 新点の成果を今期座標から元期座標へ戻す作業をしています。 

出力ビュアーが表示されます。計算書を確認チェックした後、終了ボタンをクリックします。 

ファイル名はそのままで「保存」をクリックします。 

 

15. 精度管理計算簿(斜距離偏差)の計算を行う。 

作業フローの「精度管理計算簿(斜距離偏差)」をクリックします。 

  「斜距離の残差」にチェックを入れる。 

  「計算」ボタンをクリックします。 

「OK」をクリックします。 

「計算書作成」ボタンをクリックします。 

出力ビュアーが表示されます。 

計算書を確認チェックした後、終了ボタンを 

クリックします。ファイル名はそのままで 

「保存」をクリックします。 

 

16. 成果表を作成する。 

作業フローの「成果表」をクリックします。 

   実用網にチェックを入れ 

    「座標取り込み」ボタンをクリックします。 

 

「計算」ボタンをクリックします。 

「基準点成果表(枠無)」を選択して 

「計算書作成」ボタンをクリックします。 

  ※実用網の計算簿の後ろに付けます。 

出力ビュアーが表示されます。 

 

次に枠有りの成果表を作成しますので、 

作業フローの「成果表」をクリックします。 

   実用網にチェックを入れ 

   「座標取り込み」ボタンをクリックします。 

   助言番号や必要事項を入力します。 

   点番号を右クリックして点情報登録を行う。 

     与点の成果は必要ありませんので 

電子基準点の出力チェックを外す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視準方向線の設定を行う。 

電子基準点からの視通はきかないものとして、電子基準点からの視準方向線を削除する。 

マウスの右クリックメニューより「行の削除」又は「すべて削除」を選択して一覧から 消去する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計算」ボタンをクリックします。 

「様式第3-1 基準点成果表」を選択して 

「計算書作成」ボタンをクリックします。 

出力ビュアーが表示されます。 

計算書を確認チェックした後、終了ボタンを 

クリックします。ファイル名はそのままで 

「保存」をクリックします。 

 

17. 成果数値データ出力を行う。 

 電子納品する場合に必要データとなります。 

作業フローの「成果数値データ出力」をクリックします。 



 必要項目を入力する。 

 任意フォルダーへファイル名を入力して保存する。 

 

 

 

 

 

   

 

18. JPGIS成果出力と品質評価表について 

 一般的には国土地理院様で提供しているツールを利用するケースが多い。 

 

1９. 精度管理表の作成 

作業フローの「精度管理表」をクリックします。 

 「観測データから取得」ボタンをクリックして、受信機一覧から項目をダブルクリックし 

て「主要機器名称等」に自動入力させます。永久標識と特記事項を入力します。  

「計算書出力」ボタンをクリックします。 

「精度管理表(標準様式)」→ 

「標準様式 基準点測量精度管理表 その2」に 

チェック→「計算書作成」ボタンをクリック。 

「基準点測量精度管理表 その2」抜けている 

箇所がないかチェックします。 

※新点位置の標準偏差で、新点の数が2 点以上 

の場合は別紙にて出力されます。 

問題なければ「終了」をクリックします。 

ファイル名はそのままで「保存」をクリックします。 

 

 

 

 


